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編集後記・ 1983 年に OR 学会に入会してこの方，学会誌

は毎月手にしていますが，制作現場に想、いを馳せたこと

は，ほとんどありませんでした. í毎月欠かさずに出すの

は大変だろうな」くらいの認識です.それどころか無責

任にも「もうちょっと面白いといいのに」などと肢いた

りしていました. ところが縁あって編集委員になり，編

集委員会に出席致しますと，編集長をはじめ編集委員の

皆さんは随分と真剣に熱意を持って事に当たっておられ

ます.歴代の編集長・編集委員が，学会誌を有意義なも

のにする努力をなさり，その努力がきらに続けられてい

ることを知りました.ところで，学会員名簿を見れば明

らかなとおり，学会誌の読者層は多岐にわたっています.

その研究対象や実務の対象も実にさまざまです. したが

って，毎号をすべての読者に興味深く読んでもらう， と

いう理想の実現はかなり困難です.だからこそ特集の企

画が大切なのですね.編集委員会でも真剣に議論きれて

いますが，読者諸氏におかれましでも，積極的に良いア

イデアをお寄せくだきい.今回の特集は CALS です.こ
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れは米国国防総省の後方支援策として誕生したのだそう

です.その真意は大規模システムの効率的な運用を，情

報処理を念頭に置いて考察する点にあるように思います.

これもまた米国のポラリス潜水艦の開発で用いられた

PERT を連想なさる方もおられるのではないでしょう

か・ CALS にしても PERT にしても現実問題を解決す

るために誕生したとし寸背景や，適用が可能な対象の面

で，優れて OR 的な存在です.また昨今のコンビュータ

の遍在とネットワーク化の波を見てもタイムリーな話題

だと思います.これが米国からの技術輸入という枠を越

えて，わが国の研究者・技術者ならではの独創性を加味

したものとならんことを期待致します.きて，学会誌の

充実のためには，その情報誌、としての側面も見逃せませ

ん.今後，書評や文献紹介といった紙面も，より一層充

実させてゆきたいと考えています.これにも読者諸氏の

ご協力がぜひとも必要です.よろしくお願い申し上げま

す栗田治)
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